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HP ソフトウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに必要
な対話型の技術サポートツールに、素早く効率的にアクセスできます。HP ソフトウェアサポートのWebサイ
トでは、次のようなことができます。

l 関心のあるナレッジドキュメントの検索
l サポートケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング
l ソフトウェアパッチのダウンロード
l サポート契約の管理
l HP サポート窓口の検索
l 利用可能なサービスに関する情報の閲覧
l 他のソフトウェアカスタマとの意見交換
l ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部のサポートを除き、サポートのご利用には、HP Passport ユーザーとしてご登録の上、サインインしてい
ただく必要があります。また、多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。HP Passport ID を登
録するには、次のWebサイトにアクセスしてください。

https://hpp12.passport.hp.com/hppcf/createuser.do

アクセスレベルの詳細については、次のWebサイトをご覧ください。

https://softwaresupport.hp.com/web/softwaresupport/access-levels

HP Software Solutions Now は、HPSW のソリューションと統合に関するポータルWebサイトです。このサイ
トでは、お客様のビジネスニーズを満たす HP 製品ソリューションを検索したり、HP 製品間の統合に関する
詳細なリストや ITIL プロセスのリストを閲覧することができます。このサイトの URL は
http://h20230.www2.hp.com/sc/solutions/index.jsp です。
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第1章:このドキュメントで使用する
名称
このドキュメントでは、以下の名称を使用します。

名称 説明

HPOM for
UNIX

HPOM for UNIXは、HPOM on HP-UX、HPOM on Linux、およびHPOM on Solaris の総
称としてドキュメントで使用されます。

オペレーティングシステムを区別する必要がある場合は次の名称を使用します。

HPOM on HP-UX

HPOM on Linux

HPOM on Solaris

Infrastructure
SPIs

HP Operations Smart Plug-ins for Infrastructure を示します。このソフトウェアス
イートには、以下の3つのSmart Plug-in が含まれています。

HP Operations Smart Plug-in for Systems Infrastructure

HP Operations Smart Plug-in for Virtualization Infrastructure

HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure

SI SPI HP Operations Smart Plug-in for Systems Infrastructure

VI SPI HP Operations Smart Plug-in for Virtualization Infrastructure

CI SPI HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure
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第2章:はじめに
Smart Plug-in for Cluster Infrastructure (CI SPI) は、ネットワークで稼働する高可用性 (HA) クラスタイ
ンフラストラクチャを監視します。HAクラスタは、特にビジネスクリティカルなアプリケーション
およびサービスのサービス可用性を確保するために作成されます。HAクラスタには冗長ノードがあ
ります。この冗長性によって、単一点障害が排除され、サービスの高可用性が得られます。CI SPI
は、クラスタノードやクラスタリソースグループなどのクラスタコンポーネントや、このようなコ
ンポーネント上で実行中のプロセスやサービスの可用性と状態を監視および分析します。

CI SPIは、HP Operations Smart Plug-ins for Infrastructure スイート (Infrastructure SPIs) の一部として
提供されています。このスイートには他にも、Virtualization Infrastructure Smart Plug-ins (VI SPI)、
Systems Infrastructure Smart Plug-ins (SI SPI)、レポートパック、グラフパックなどが含まれていま
す。CI SPIをインストールするには、SI SPIのインストールが必要です。

注: HP Reporter 4.0は、64ビット版のWindows オペレーティングシステムでサポートされま
す。

CI SPIは、HP Operations Manager (HPOM)、HP Reporter、HP Operations Agent の組み込みパフォーマ
ンスコンポーネント (EPC) などのHPソフトウェア製品と統合します。この統合により、ポリシー、
ツール、各種サービスビューが提供されます。

最新バージョンのCI SPIは、Windows、Linux、Solaris、AIX、HP-UXの各オペレーティングシステム
上で稼働するクラスタを監視します。Cluster Infrastructure SPIでサポートされているオペレーティ
ングシステムとクラスタのバージョンの詳細は、『HP Operations Smart Plug-in for Cluster
Infrastructure リリースノート』を参照してください。
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第3章: Cluster Infrastructure SPIのコン
ポーネント
Cluster Infrastructure SPI (CI SPI) コンポーネントの1つに、ポリシーがあります。ポリシーを設定す
ることによって、サービスの問題に関するアラート、メッセージ、メトリックレポートという形式
でデータを取得することができます。CI SPIサービスマップはHPOM サービスマップに表示され、CI
SPIメッセージと自動アクションレポートはHPOM メッセージブラウザに表示されます。メッセージ
ブラウザに表示されたアラートメッセージをダブルクリックすると、メッセージの詳細情報を参照
できます。

CI SPIと HP Reporter を統合することで、クラスタのパフォーマンスレベルとサーバーの可用性に関
するメトリックデータを表示するWebベースのレポートを生成できます。CI SPIレポートは、特定
のクラスタ管理ノードのクラスタに関する情報を提供し、長期的なニーズの特定に役立つクラスタ
インフラストラクチャの概要を示します。

HPOM for Windowsのマップビュー
マップビューには、クラスタインフラストラクチャ環境のリアルタイムな状態が表示されます。マップビューを

表示するには、[サービス] を選択してから [Cluster Infrastructure] をクリックします。マップビューには、ク

ラスタインフラストラクチャ環境のサービスまたはノードの階層構造全体が、リソースグループやクラスタ

ノードを含め、グラフィカルに表示されます。
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マップビューでは、クラスタインフラストラクチャ組織で発生した問題の重要度レベルが色 (赤、黄
色、青、緑)で表示されます。マップビューでは、ノードまたはサービス階層の問題が発生している
レベルにドリルダウンできます。

サービスビューに、検出された要素がグラフィカルに表示されることで、問題を迅速に診断できます。

l メッセージブラウザに表示された問題の根本原因を表示するには、[表示]→ [障害原因]をクリッ
クします。

l 問題の影響を受けているサービスとシステムコンポーネントを表示するには、
[表示]→ [影響範囲]をクリックします。

ユーザーガイド
第3章: Cluster Infrastructure SPIのコンポーネント
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HPOM for UNIXのマップビュー
マップビューには、クラスタインフラストラクチャ環境のリアルタイムな状態が表示されます。管
理サーバーで以下のコマンドを実行すると、HPOM for UNIX (HP-UX、Linux、Solaris) の操作インター
フェイスでオペレータがサービスビューを表示できるようになります。

opcservice -assign <オペレータ名> HAClusterInfrastructure

オペレータ名には、サービスを割り当てるオペレータを指定します (例: opc_adm、opc_op)。

service discoveryポリシーによってポリシーがノードに自動的に配布されることはありません。ポリ
シーは、手動で配布できます。

マップビューには、インフラストラクチャ環境のリアルタイムな状態が表示されます。

マップを表示するには、次のステップに従います。

1. HPOM Java コンソールを起動します。

2. ユーザー名とパスワードを使用してログオンします。

3. [サービス]→ [Cluster Infrastructure] → [グラフの表示]を選択すると、マップビューが表示さ
れます。

ユーザーガイド
第3章: Cluster Infrastructure SPIのコンポーネント
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マップビューには、クラスタインフラストラクチャ環境のサービスまたはノードの階層構造全体
が、サブシステムやサブサービスを含め、グラフィカルに表示されます。

ポリシー
クラスタ固有のポリシーは、[ポリシーグループ]フォルダに格納されています。CI SPIポリシータイ
プは以下のとおりです。

l Logfile Entry ポリシー (先頭がCI) は、クラスタノードおよびリソースグループアプリケーション
により生成されたステータスメッセージとエラーメッセージをキャプチャします。

l Measurement Threshold ポリシー (先頭がCI) は、収集されたメトリック値を解釈してアラートや
メッセージをメッセージブラウザで表示できるように、各メトリックの条件を定義します。

CI SPI Measurement Threshold ポリシーは、特定のメトリックに基づいて設定します。各ポリシー
は、データ収集のメトリックを使用して、実際のメトリック値としきい値を比較します。実際の
メトリック値としきい値が一致しない場合、問題解決のためのメッセージや指示文が表示されま
す。

l Scheduled Task ポリシー (先頭がCI) は、メトリック値を収集する時間と収集対象を決定し、収集
間隔を定義します。収集間隔は、5分、15分、1時間、1日に設定できます。収集間隔は、特定の
グループに対するデータの収集頻度を示します。Scheduled Task ポリシーには2つの機能があり
ます。ノードの収集間隔ごとにコレクタ/アナライザを実行する機能と、ポリシーの [コマンド]テ
キストボックス内に表示されているすべてのメトリックのデータを収集する機能です。

l Service Discovery ポリシーは、クラスタノードとリソースグループインスタンスを検出し、検
出されたすべてのCI SPIインスタンスのマップビューを構築します。

CI SPIのポリシーの詳細は、「作業の開始」(12ページ)を参照してください。

レポート
CI SPIと HP Reporter を統合することにより、メトリックデータに基づいてWebベースのレポートを
生成できます。

HP Reporter をWindows 向けのHPOM 管理サーバーにインストールした場合、コンソールからレポー
トを表示できます。レポートを表示するには、コンソールツリーで [レポート]を展開し、個別のレ
ポートをダブルクリックします。

HP Reporter を HPOM 管理サーバー (Windows、UNIX、Linux、またはSolaris オペレーティングシステ
ム向け)に接続されている別のシステムにインストールした場合、HP Reporter システムでレポートを
表示できます。HP Reporter と HPOM を統合する方法の詳細は、『HP Reporter Installation and Special
Configuration Guide』を参照してください。

Cluster Infrastructure SPIのレポートの詳細は、「Cluster Infrastructure SPIのレポート」(29ページ)
を参照してください。

ユーザーガイド
第3章: Cluster Infrastructure SPIのコンポーネント
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第4章:作業の開始
HPOM for Windows 管理サーバーまたはHPOM for UNIX管理サーバーに Infrastructure SPIs をインス
トールした後で、インフラストラクチャの管理に必要な作業を実行する必要があります。

ポリシーの配布を開始する前に必要な作業の一覧は、配布チェックリストに記載されています。

配布チェックリスト

完了 (はい/いいえ) タスク

管理サーバーにHPOM 9.10がインストールされていること
を確認します。これに加えて、HP Operations Agent バー
ジョン11.00以上がインストールされていることを確認し
ます。HPOM およびHP Operations Agent に対する入手可能
なすべてのパッチとホットフィックスがインストールされ
ていることを確認します。

レポートを作成するために、HP Reporter がインストール
されていることを確認します。

監視ポリシーの配布を開始する前に、HP Operations Agent
がメトリックを収集できるように十分な時間を取ります。

HPOM for Windowsの場合
HPOM for Windows を初めて使用するには、次の手順を実行します。

CI SPIの起動
クラスタインフラストラクチャの検出を開始する最初の手順は、SI SPI検出の実行です。

CI SPI ポリシーを配布するための前提条件

CI SPIポリシーを配布する前に、次のことを確認してください。

1. 最新のHPOM パッチがインストールされていること。OMW_000120以降のパッチをインストー
ルしたことを確認してください。

2. クラスタノード上で次のコマンドを実行して、インスタンス削除しきい値を更新します。

ovconfchg -ns agtrep -set

INSTANCE_DELETION_THRESHOLD 3
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ovconfchg -ns agtrep -set

RESEND_RELATIONSHIP_INSTANCES TRUE

デフォルトでは、このしきい値は5に設定されています。

コマンドの詳細は、HPOM オンラインヘルプを参照してください。

検出ポリシーの実行

クラスタノードをHPOM for Windows に追加する場合、SI SPIによって、クラスタノードとリソース
グループが登録ノードに自動的に追加されます。クラスタノードは、コンソールツリーの以下の
ノードフォルダに再度グループ化されます。

l [ノード]→ [HA クラスター]→ [クラスター化されたノード]

l [ノード]→ [HA クラスター]→ [<クラスタ名>]→ [ノード]

リソースグループは、コンソールツリーの以下のノードフォルダに再度グループ化されます。

[ノード]→ [HA クラスター]→ [<クラスタ名>]→ [リソース グループ]

注: クラスタで設定されているすべてのリソースグループには、解決可能なVirtual_IPがある必
要があります。クラスタノードやリソースグループなどのクラスタのすべての要素には、
/etc/hostにエントリがある必要があります。

コンソールツリーの [ノード]フォルダにノードが追加されると、SI SPIによってCI SPI検出ポリシー
が起動されます。

CI SPI検出ポリシーによって、検出された要素がHPOM サービスマップに追加されます。検出された
クラスタインフラストラクチャをグラフィカルに表示するCI SPIサービスマップを表示するには、
[サービス] → [HA Cluster Infrastructure]を選択します。

Quick StartポリシーのHPOM for Windowsからの配
布
SI SPI検出が正常に完了すると、検出されたノードは各 Infrastructure SPIノードグループに自動的に
追加されます。

このノードグループには、デフォルトでQuickStart ポリシーが割り当てられます。ノードがノード
グループに追加されると、このQuickStart ポリシーは自動的に管理ノードに配布されます (ポリシー
の自動配布が有効になっている場合)。

インフラストラクチャが検出され、サービスマップがHPOM for Windows 管理サーバーに設定される
と、QuickStart ポリシーが自動的に管理ノードに配布されます (ポリシーの自動配布が有効になって
いる場合)。QuickStart ポリシーは、3つの Infrastructure SPIs すべてで使用可能で、設定のカスタマ
イズに時間をかけずにすぐに使用できます。ポリシーの自動配布は、デフォルトで有効になっていま
す。サービス検出時にポリシーを自動配布する設定をオフにすることができます。また、設定済みの
ポリシーを変更して新しい名前で保存し、目的に応じたカスタムポリシーを作成することもできま
す。

ユーザーガイド
第4章:作業の開始

HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure (12.00) 13 / 39ページ



高度なポリシーは、特定のシナリオで使用されます。これらのポリシーは、必要に応じて手動で配布
できます。

ポリシーの自動配布をオフにした場合、Infrastructure SPIs によって提供される2つのポリシーグ
ループのいずれかにアクセスすることで、QuickStart ポリシーを手動で配布できます。グループ化
は、監視対象要素、およびベンダーとオペレーティングシステムに基づいています。監視を目的と
したグループでは、複数のオペレーティングシステムを対象に、パフォーマンス、可用性、キャパ
シティ、ログ、セキュリティを監視するポリシーにアクセスおよび配布できます。

HPOM for UNIXの場合
HPOM for UNIX (HP-UX、Linux、およびSolaris) で Infrastructure SPIs を初めて使用するには、以下の手
順を実行します。

開始する前に、最新のパッチとホットフィックスがインストールされていることを確認します。

パッチのリスト

HPOM for HP-UX HPOM for Linux HPOM for Solaris

PHSS_43123 OML_00057 ITOSOL_00779

CI SPIの起動
クラスタインフラストラクチャの検出を開始する最初の手順は、SI SPI検出ポリシー (SI-
SystemDiscoveryポリシー)の実行です。

CI SPI ポリシーを配布するための前提条件

CI SPIポリシーを配布する前に、次のことを確認してください。

1. 最新のHPOM パッチがインストールされていること。OMW_000120以降のパッチをインストー
ルしたことを確認してください。

2. クラスタノード上で次のコマンドを実行して、インスタンス削除しきい値を更新します。

ovconfchg -ns agtrep -set

INSTANCE_DELETION_THRESHOLD 3

ovconfchg -ns agtrep -set

RESEND_RELATIONSHIP_INSTANCES TRUE

デフォルトでは、このしきい値は5に設定されています。

コマンドの詳細は、HPOM オンラインヘルプを参照してください。

クラスタ インフラストラクチャでの検出ポリシーの実行

SI SPI検出は、クラスタノードを関連するクラスタノードグループに追加します。

ユーザーガイド
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たとえば、ノードがHP-UX上のMCSG クラスタの場合、クラスタノードは SISPI-HPUXおよび CISPI-
MCSG HPUXノードグループに追加されます。リソースグループの場合は、CI-Resource Groupノー
ドグループに追加されます。

クラスタノードが対応するノードグループに追加されたら、自動的に割り当てられたポリシーをク
ラスタノードに配布します。CI SPI検出ポリシー (CI-Discovery) およびその他のQuick Start ポリシー
をクラスタノードに配布します。

注: クラスタで設定されているすべてのリソースグループには、解決可能なVirtual_IPがある必
要があります。クラスタノードやリソースグループなどのクラスタのすべての要素には、
/etc/hostにエントリがある必要があります。

CI SPI検出ポリシーによって、検出された要素がHPOM サービスマップに追加されます。検出された
クラスタインフラストラクチャをグラフィカルに表示するCI SPIサービスマップを表示できます。

Quick StartポリシーのHPOM for UNIXからの配布
SI SPI検出が正常に完了すると、検出されたノードは各 Infrastructure SPIノードグループに自動的に
追加されます。

このノードグループには、デフォルトでQuickStart ポリシーが割り当てられます。ノードがノード
グループに追加されると、このQuickStart ポリシーは自動的にノードに配布されます。次に、管理
GUIの [アクション]メニューから [設定の配布]を選択して、ポリシーをノードに手動で配布します。

QuickStart ポリシーは、3つの Infrastructure SPIs すべてで使用可能で、設定のカスタマイズに時間
をかけずにすぐに使用できます。ポリシーの自動割り当ては、デフォルトで有効になっています。

グループ化は、監視対象要素、およびオペレーティングシステムまたはベンダーに基づいていま
す。監視を目的としたグループでは、複数のオペレーティングシステムを対象に、パフォーマン
ス、可用性、キャパシティ、ログ、セキュリティを監視するポリシーにアクセスおよび配布できま
す。

レポートとグラフの表示
Infrastructure SPIs によって収集されたデータからレポートとグラフを作成して表示するには、HP
Reporter と HP Performance Manager をそれぞれHPOM と連動して使用する必要があります。
Infrastructure SPIs は、レポート用とグラフ用のデータを収集してデータストア内に格納します。
データストアとしては、CODA (HP Operations Agent のデータストアで、組み込みパフォーマンスコ
ンポーネントとも呼ばれる)またはHP Performance Agent を指定できます。

HPOM for HP-UX、HPOM for Linux、またはHPOM for Solaris でグラフを表示するには、最初にHP
Performance Manager を HPOM 管理サーバーに統合する必要があります。

ユーザーガイド
第4章:作業の開始
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SPIのアップグレード後のレポートの更新
アップグレードの後、既存のレポートファイルは新しいレポートファイルと置き換えられます。レ
ポートを更新するには、以下のコマンドを実行します。

1. [スタート]メニューに移動します。

2. [ファイル名を指定して実行]を選択します。

3. プロンプトで、コマンドとして「repcrys」と入力し、[OK]をクリックします。

管理サーバー上のすべてのレポートがHP Reporter GUI上のレポートと同期していることを確認しま
す。Reporter GUIの [Reporter Status]タブをクリックして、レポートがコンソールに送信した番号、
およびエラーメッセージがあればそれもチェックします。

レポート用のデータ収集
CI SPI用に提供されるレポートは、ポリシーに依存します。以下の表に、レポート、および対応する
レポートのデータを収集するために管理ノードに配布する必要があるポリシーを示します。

レポート ポリシー 管理ノードのプラットフォーム SPI

Cluster
Configuration

CI-ClusterDataCollector Solaris Cluster、VCS Clusters、
Service Guard、RHEL Cluster

Cluster
Infrastructure

Cluster
Uptime

CI-ClusterDataCollector Solaris Cluster、VCS Clusters、
Service Guard、RHEL Cluster

Cluster
Infrastructure

Cluster
System
Availability

CI-ClusterDataCollector Solaris Cluster、VCS Clusters、
Service Guard、RHEL Cluster

Cluster
Infrastructure

HPOM for Windows から Infrastructure SPIs のレポートを表示するには、コンソールツリーで
[Reports Infrastructure Management]→ [HA Cluster Infrastructure]を選択して展開します。レポート
を表示するには、HPOM コンソールで必要なレポートを選択して右クリックし、続いて [レポートの
表示]を選択します。

ユーザーガイド
第4章:作業の開始
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第5章: Cluster Infrastructure SPIのポリ
シー
Cluster Infrastructure SPI (CI SPI) では、クラスタの管理に役立つさまざまなポリシーが用意されてい
ます。このポリシーを使用することによって、クラスタ管理ノードで実行されるサービスの稼働状態
やパフォーマンスを監視できます。CI SPIのポリシーを使用して、HPOM for Windows、HP-UX、
Linux、Solaris の各環境で稼働するクラスタを監視できます。

[Infrastructure Management group]フォルダには、言語で分類されたサブグループがあります。たと
えば、英語のポリシーのサブグループは [en]、日本語のポリシーのサブグループは [ja]、簡体中国語
のポリシーのグループは [zh]です。

HPOM for Windows でポリシーにアクセスするには、次を選択します。

[ポリシー管理]→ [ポリシー グループ]→ [Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster
Infrastructure]

HPOM for UNIX/Linux/Solaris のコンソール/管理者用インターフェイスからポリシーにアクセスするに
は、次を選択します。

[登録ポリシー]→ [Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]

HPOM for Windows 管理サーバーにCI SPIをインストールしてノードを追加すると、検出ポリシーが
自動的に管理ノードに配布されます (ポリシーの自動配布が有効になっている場合)。ポリシーの自動
配布は、デフォルトで有効になっています。サービス検出時にポリシーを自動配布する設定をオフに
することができます。また、設定済みのポリシーを変更して新しい名前で保存し、目的に応じたカス
タムポリシーを作成することもできます。HPOM for Windows でポリシーを配布する方法の詳細は、
「HPOM for Windows 管理サーバーからのCI SPIポリシーの配布」を参照してください。

HPOM for UNIX/Linux/Solaris では、検出ポリシーによってポリシーがノードに自動的に配布されるこ
とはありません。手動でポリシーを配布できます。HPOM for UNIXでポリシーを配布する方法の詳細
は、「HPOM for UNIX管理サーバーからのCI SPIポリシーの配布」を参照してください。

CI SPIポリシーグループには、監視を目的としたグループと、オペレーティングシステムごとのグ
ループがあります。監視を目的としたグループでは、複数のオペレーティングシステムを対象に、
パフォーマンス、可用性、キャパシティ、ログ、セキュリティを監視するポリシーにアクセスおよび
配布できます。たとえば、クラスタインフラストラクチャ上にあるリソースグループの可用性を監
視するには、次の手順でCI-ClusterResGroupMonitor ポリシーにアクセスします。

[ポリシー管理]→ [ポリシーグループ]→ [Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster
Infrastructure]→ [Availability]→ [Monitors]

オペレーティングシステムごとのポリシー (ベンダーごとのポリシーグループ)では、1つのサイト
にあるオペレーティングシステムに関連するポリシーへ簡単にアクセスできます。たとえば、MSCS
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クラスタのクラスタノードステータスを監視するには、次の手順でCI-ClusterMonitor ポリシーにア
クセスします。

[ポリシー管理]→ [ポリシー グループ]→ [Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster
Infrastructure] → [Policies grouped by Vendor]→ [MSCS - Advanced Policies]

注: Power HA (HACMP) クラスタを監視する新しいポリシーはありません。HACMPクラスタの監視
には、デフォルトのAdvanced ポリシーとQuickStart ポリシーを使用します。次の手順でアクセ
スします。

[ポリシー管理]→ [ポリシー グループ]→ [Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster
Infrastructure] → [Policies grouped by Vendor]→ [HACMP - Advanced Policies]

[ポリシー管理]→ [ポリシー グループ]→ [Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster
Infrastructure] → [Policies grouped by Vendor]→ [HACMP - QuickStart Policies]

検出ポリシー
CI-ClusterDiscoveryポリシーは、管理ノードから次の情報を収集します。

l クラスタ名

l クラスタのタイプ

l ノード

l リソースグループ

l ノードの状態 (オフライン/オンライン)

l リソースグループの状態 (オフライン/オンライン)

l リソースグループの仮想 IPの詳細

CI-ClusterDiscoveryポリシーは、クラスタの詳細情報を収集するovclusterinfo ツールを起動します。
この詳細情報はサービスxmlファイル形式でサーバーに送信されます。

検出プロセスが問題なく完了すると、クラスタインフラストラクチャ要素が反映されてサービス
ビューが更新されます。各クラスタコンポーネントのサービス要素は、クラスタ名の下に子要素と
して表示されます。

可用性ポリシー
クラスタノードの可用性は、ダウンタイムにより影響を受ける可能性があります。ダウンタイムに
は、メンテナンスや定期操作 (アップグレード、スペース管理、システムの再構成)などの予定された
ダウンタイムと、予期しないダウンタイム (停電、人為的ミス、データ破損、ソフトウェアやハード
ウェアのエラー)があります。可用性ポリシーは、クラスタノード、リソースグループ、ネットワー
クインターフェイス、クラスタサービスの状態と可用性を監視し、チェックします。

CI SPIでは、次の2つの可用性ポリシーが用意されています。

ユーザーガイド
第5章: Cluster Infrastructure SPIのポリシー
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l 「Data Collector ポリシー」(19ページ):このポリシーは、クラスタ要素の状態と可用性に関する
データを管理クラスタノードから収集し、各インスタンスのログを組み込みパフォーマンスコン
ポーネントに記録します。

l 「監視ポリシー」(19ページ):このポリシーは、クラスタ要素、そこで実行中のプロセスとサービ
スの可用性と状態を監視します。

Data Collectorポリシー
CI-ClusterDataCollector ポリシー

このポリシーは、リソースグループ、ネットワークインターフェイス、クラスタサービスの状態と
可用性をスケジュールに基づいてチェックします。このポリシーは、定義された時間間隔に基づい
て、管理クラスタノードからデータを収集し、各インスタンスのログを組み込みパフォーマンスコ
ンポーネントに記録します。デフォルトの間隔は5分です。以下のポリシーは、組み込みパフォーマ
ンスコンポーネントに記録された内容に基づいて監視、比較、警告を行います。

l クラスタ監視ポリシー

l クラスタノード監視ポリシー

l クラスタリソースグループ監視ポリシー

ポリシーは、クラスタ対応HP Operations Agent が提供するovclusterinfo ツールを使ってあらゆる情
報やメトリックを収集し、組み込みパフォーマンスコンポーネントに記録します。

このポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Data
Collector]

監視ポリシー
Cluster Infrastructure SPIでは、クラスタ環境の管理に役立つさまざまなポリシーが用意されていま
す。これらのポリシーを使用すると、ノード、クラスタ、およびリソースグループを監視できま
す。監視ポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors]

クラスタ監視ポリシー

CI-ClusterMonitor

このポリシーを配布する前に、クラスタデータを収集するCI-ClusterDataCollector ポリシーを配布し
ておく必要があります。

CI-ClusterMonitor ポリシーは、クラスタグループの可用性と強度を監視します。このポリシーは、ク
ラスタサーバー上で実行中のサービスの可用性を維持するのに役立ちます。このポリシーが監視す
る条件は以下のとおりです。

ユーザーガイド
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l クラスタがダウンしていて、オフライン状態。

l クラスタグループ内にアクティブな冗長ノードがない。アクティブなノードは1つのみです。現
在アクティブのこのノードが非アクティブになると、クラスタはダウンします。このような状態
を、SPOF (Single Point of Failure:単一点障害)と呼びます。

l ノードの大半がオフライン状態。クラスタの状態は、アクティブノードの数とクラスタクォーラ
ムを比較した結果で判断されます。クラスタ内で (<クラスタノードの数>/2 + 1) 個のノードがアク
ティブではない場合、クラスタクォーラムの条件が満たされていないため、アラートメッセージ
が送信されます。

l クラスタ内に、オフラインのリソースグループが存在する。

使用するメトリック CLUSTER_NAME

CLUSTER_TYPE

CLUSTER_STATUS

CLUSTER_TOTAL_NODES

CLUSTER_TOTAL_ACTIVE_NODES

サポートされるクラスタ Veritas Cluster Server
MC Service Guard
Microsoft Cluster Server
RHA Server Cluster
Solaris Cluster

スクリプト パラメータ 説明

MessageGroup 送信メッセージのメッセージグループ。

Debug トレースメッセージを無効にするには、この値
を0に設定します。コンソールでトレースメッ
セージを受信するには1、管理ノードのトレー
スファイルにメッセージを記録するには2に設
定します。

Trace トレース機能を有効にするには、ゼロ以外の値
を設定します。

注: コレクタポリシーと監視ポリシーを毎分間隔で実行すると、リソースグループとクラスタ
ノードがオフラインになった時点で迅速にアラートが送信されます。この設定を行う場合、集計
間隔も設定することが重要です。通常の設定では、EPC のデータは5分間隔で集計 (平均の計算)
され、その後で監視エージェントに送信されます。そのため、5分に1回より高い頻度でデータ
収集が行われていると、問題が発生することがあります。その場合は集計間隔も短くしてくださ
い。

集計間隔を1分に設定するには、データの収集と監視を行うクラスタノードで次のコマンドを実行
します。

ユーザーガイド
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ovconfchg -ns eaagt -set OPC_SET_CODA_SI 1m

クラスタノード監視ポリシー

CI-ClusterNodeMonitor

CI-ClusterNodeMonitor ポリシーは、クラスタノードのステータスを監視します。このポリシーを配
布する前に、クラスタデータを収集するCI-ClusterDataCollector ポリシーを配布しておく必要があり
ます。

使用するメトリック CLUSTER_NAME

CLUSTER_TYPE

NODE_NAME

NODE_STATUS

サポートされるクラスタ Veritas Cluster Server

MC Service Guard

Microsoft Cluster Server

RHA Server Cluster

Solaris Cluster

スクリプト パラメータ 説明

MessageGroup 送信メッセージのメッセージグループ。

Debug トレースメッセージを無効にするには、この値
を 0に設定します。コンソールでトレースメッ
セージを受信するには 1、管理ノードのトレー
スファイルにメッセージを記録するには 2に設
定します。

Trace トレース機能を有効にするには、ゼロ以外の値
を設定します。

クラスタリソースグループ監視ポリシー

CI-ClusterResGroupMonitor

CI-ClusterResGroupMonitor ポリシーは、クラスタ内にあるリソースグループの状態と可用性を監視
します。このポリシーを配布する前に、クラスタデータを収集するCI-ClusterDataCollector ポリシー
を配布しておく必要があります。

ユーザーガイド
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使用するメトリック CLUSTER_NAME

CLUSTER_TYPE

RESGROUP_NAME

RESGROUP_NODE_LIST

RESGROUP_STATUS

RESGROUP_LOCAL_STATE

RESGROUP_ACTIVE_NODE

RESGROUP_VIRTUAL_IP_ADDR

サポートされるクラスタ Veritas Cluster Server

MC Service Guard

Microsoft Cluster Server

RHA Server Cluster

スクリプト パラメータ 説明

MessageGroup 送信メッセージのメッセージグループ。

Debug トレースメッセージを無効にするには、この値
を 0に設定します。コンソールでトレースメッ
セージを受信するには 1、管理ノードのトレー
スファイルにメッセージを記録するには 2に設
定します。

Trace トレース機能を有効にするには、ゼロ以外の値
を設定します。

注: CI-ClusterResGroupMonitor ポリシーは、リソースグループがクラスタで設定されているすべ
てのクラスタノードでグローバルオフラインである場合にのみ、アラートを送信します。

Microsoft Windowsクラスタサービス監視ポリシー

CI-MSWindowsClusterServiceMonitor ポリシー

CI-MSWindowsClusterServiceMonitor ポリシーは、サービス/プロセス監視タイプのポリシーであり、
Microsoft Windows サービスの状態と可用性をチェックします。このポリシーは、管理クラスタノー
ド上で実行されるMicrosoft Windows サービスを監視し、サービスが使用不能または停止状態になっ
た時点でアラートを送信します。

CI-MSWindowsClusterServiceMonitor ポリシーは、Microsoft Windows プラットフォームでのみサポー
トされます。このポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。
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[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] →
[MS Cluster Server]

HP MC/ServiceGuardクラスタプロセス監視ポリシー

CI-MCSGClusterProcessMonitor ポリシー

CI-MCSGClusterProcessMonitor ポリシーは、RHELおよびSLES システム向けのサービス/プロセス監視
タイプのポリシーであり、Linuxで実行されるHPMC/ServiceGuard クラスタプロセスの状態と可用性
を監視します。このポリシーは、cmcld プロセスを監視し、このプロセスが管理ノード上で実行され
ていない場合にアラートを送信します。cmcld プロセスは、すべてのクラスタノード上で実行される
プロセスであり、クラスタの稼働状態を初期化および監視します。

CI-MCSGClusterProcessMonitor ポリシーは、RHELおよびSLES プラットフォーム上でのみサポートさ
れます。このポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] →
[MCSG Cluster Server]

Red Hat Cluster プロセス監視ポリシー

CI-RHClusterCCSDProcessMonitor ポリシー

CI-RHClusterCCSDProcessMonitor ポリシーは、RHELシステム向けのサービス/プロセス監視タイプの
ポリシーであり、Linux上で実行されるRed Hat Cluster プロセスの状態と可用性を監視します。この
ポリシーは、ccsd (クラスタ構成システムデーモン)プロセスを監視し、このプロセスが管理ノード
上で実行されていない場合にアラートを送信します。

CI-RHClusterCCSDProcessMonitor ポリシーは、RHELプラットフォームのみでサポートされます。こ
のポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] →
[RH Cluster Server]

CI-RHClusterRGManagerProcessMonitor ポリシー

CI-RHClusterRGManagerProcessMonitor ポリシーは、RHELシステム向けのサービス/プロセス監視タ
イプのポリシーであり、Linux上で実行されるRed Hat Cluster プロセスの状態と可用性を監視しま
す。このポリシーは、clurgmgrd (クラスタリソースグループマネージャ)プロセスを監視し、この
プロセスが管理ノード上で実行されていない場合にアラートを送信します。

CI-RHClusterRGManagerProcessMonitor ポリシーは、RHELプラットフォームのみでサポートされま
す。このポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] →
[RH Cluster Server]
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Veritas Cluster Server プロセス監視ポリシー

Cluster Infrastructure SPIは、Windows、HP-UX、Linux、AIX、Solaris の各オペレーティングシステム
環境でVeritas Cluster プロセスとサービスを監視します。

CI-VCSWindowsProcessMonitor ポリシー

このポリシーは、サービス/プロセス監視タイプのポリシーであり、Microsoft Windows システムで実
行されるVeritas Cluster Server プロセスやサービスの状態と可用性を監視し、このプロセスやサービ
スが管理ノード上で実行されていない場合にアラートを送信します。このポリシーが監視するサービ
スは以下のとおりです。

l High Availability Daemon (HAD)。このデーモンは、Global Atomic Broadcast (GAB) と通信することに
よって、クラスタ構成やリソースのステータスの変更をすべてトラッキングします。

l VCSCommサービス。このサービスは、Veritas Cluster でのGABおよびLow Latency Transport (LLT)
の設定を行います。

l Veritas Cluster Server Helper またはHADHelper。Veritas Cluster Server はこのサービスを使用し
て、管理者権限が必要な操作を実行します。

このポリシーのデフォルトのグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] →
[VERITAS Cluster Server] → [Windows]

CI-VCSUnixProcessMonitor ポリシー

このポリシーは、サービス/プロセス監視タイプのポリシーであり、HP-UX、Linux (RHELおよび
SUSE)、AIX、Solaris の各オペレーティングシステムで実行されるVeritas Cluster Server プロセスの
状態と可用性を監視し、このプロセスが管理ノード上で実行されていない場合にアラートを送信しま
す。このポリシーが監視するサービスは以下のとおりです。

l High Availability Daemon (HAD)。このデーモンは、Global Atomic Broadcast (GAB) と通信することに
よって、クラスタ構成やリソースのステータスの変更をすべてトラッキングします。

l Hashadowデーモン。このデーモンはHADを監視し、HADに障害が発生すると再起動を試行しま
す。

このポリシーのデフォルトのグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] →
[VERITAS Cluster Server] → [Unix]

Solaris Cluster プロセス監視ポリシー

Cluster Infrastructure SPIは、Solaris オペレーティングシステム上で実行されるSolaris Cluster プロ
セスおよびサービスを監視します。

CI-SunClusterProcessMonitor ポリシー

このポリシーは、サービス/プロセス監視タイプのポリシーであり、Solaris オペレーティングシステ
ムで実行されるSolaris Cluster デーモンの状態と可用性を監視し、監視対象のプロセスやサービスが
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管理ノード上で実行されていない場合にアラートを送信します。このポリシーのデフォルトのグルー
プは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] →
[Solaris Cluster Server]

ログポリシー
Cluster Infrastructure SPIでは、管理ノードの重要なログを監視するために、ログファイルポリシー
が用意されています。これらのポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Logs]

MS Cluster Server ポリシー

Microsoft Windows イベントログ監視ポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりで
す。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Logs] → [MS Cluster Server]

l CI-MSWindowsClusterServer_NetworkWarnError ポリシー: このポリシーは、クラスタの IPアドレ
スリソース、クラスタおよびネットワークドライバの初期化、NetBIOS インターフェイスの作成
に関する警告やエラーを示すイベントログエントリをすべてHPOM コンソールに転送します。

l CI-MSWindowsClusterServer_NodeWarnError ポリシー: このポリシーは、クラスタノードに関す
る警告やエラーを示すログエントリをすべてHPOM コンソールに転送します。

l CI-MSWindowsClusterServer_StorageWarnError ポリシー: このポリシーは、クラスタディスクや
クォーラムに関する警告やエラーを示すログエントリをすべてHPOM コンソールに転送します。

l CI-MSWindowsClusterServer_AvailabilityWarnError policy ポリシー: このポリシーは、フェイル
オーバークラスタサーバーの可用性に関する警告やエラーを示すログエントリをすべてHPOM コ
ンソールに転送します。

Solaris Cluster Server ポリシー

l CI-SunClusterResourceLogMonitor: このポリシーは、クラスタリソースに関する警告やエラーを
示すログエントリをすべてHPOM コンソールに転送します。

l CI-SunClusterNetworkLogMonitor:このポリシーは、クラスタネットワークに関する警告やエラー
を示すログエントリをすべてHPOM コンソールに転送します。

l CI-SunClusterNodeLogMonitor: このポリシーは、クラスタノードに関する警告やエラーを示すロ
グエントリをすべてHPOM コンソールに転送します。

UNIX向けVeritas Cluster Server ポリシー

l CI-VCSUnixNetworkLogMonitor: このポリシーは、クラスタネットワークに関する警告やエラーを
示すログエントリをすべてHPOM コンソールに転送します。
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l CI-VCSUnixNodeLogMonitor: このポリシーは、クラスタノードに関する警告やエラーを示すログ
エントリをすべてHPOM コンソールに転送します。

l CI-VCSUnixResourceLogMonitor:このポリシーは、クラスタリソースに関する警告やエラーを示す
ログエントリをすべてHPOM コンソールに転送します。

Windows用のポリシー

l CI-VCSWindowsResourceLogMonitor: このポリシーは、クラスタリソースに関する警告やエラーを
示すログエントリをすべてHPOM コンソールに転送します。

l CI-VCSWindowsNodeLogMonitor: このポリシーは、クラスタノードに関する警告やエラーを示す
ログエントリをすべてHPOM コンソールに転送します。

l CI-VCSWindowsNetworkLogMonitor: このポリシーは、クラスタネットワークに関する警告やエ
ラーを示すログエントリをすべてHPOM コンソールに転送します。

HPOM for Windows管理サーバーからのCI SPIポリ
シーの配布
管理サーバーからポリシーを手動で配布するには、以下の手順を実行します。

1. 配布するポリシーを右クリックします。

2. メニューから [すべてのタスク]を選択します。

3. [配布先ノード]を選択します。[ポリシーの配布先]ダイアログボックスが開きます。
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4. [ツリーからノードを選択する]オプションを選択します。管理ノードのリストから、ポリシーを
配布するノードを選択します。

5. ［OK］をクリックします。

HPOM for UNIX管理サーバーからのCI SPIポリシー
の配布
ポリシーを配布する前に、管理サーバーに既にノードが追加された状態であり、HP Operations Agent
ソフトウェアがインストールされていることを確認してください。管理サーバーにノードを追加する
方法の詳細は、HP Operations Manager for Unixオンラインヘルプを参照してください。

ポリシーを手動で配布するか、ポリシーの自動配布を有効にできます。

ポリシーの自動配布を有効にするには、以下の手順を実行します。

1. サーバー上で自動配布を有効にするには、次のコマンドを実行します。

/opt/OV/contrib/OpC/autogranting/enableAutoGranting.sh
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2. XPLの設定を変更して Infra SPIの自動配布を有効にするには、次のコマンドを実行します。

ovconfchg -ns infraspi -set AUTODEPLOYMENT true

3. ノードをアクティブにするには、管理サーバー上で次のコマンドを実行します。

opcactivate -srv <HPOM Server> -cert_srv <HPOM Server> -f

4. 証明書を承諾します。

5. ノードをSI-Deployment ノードグループに追加します。

6. 設定を配布します。

7. ノードが適切なノードグループに追加されているかどうかを確認します。

8. ノードへのポリシーの自動配布を検証します。

HPOM for UNIX (HP-UX、Linux、Solaris) 管理サーバーからポリシーを手動で配布するには、以下の手
順を実行します。

タスク 1: ポリシーまたはポリシー グループの割り当て

1. 管理者としてHPOM にログオンします。HPOM 管理者UIが表示されます。

2. [登録オブジェクト]カテゴリの [登録ポリシー]をクリックします。[登録ポリシー]ウィンドウが
開きます。

3. [登録ポリシー]ウィンドウで、ノードまたはノードグループに割り当てるポリシーまたはポリ
シーグループを選択します。

4. [アクションを選択]ドロップダウンボックスから [ノードに割り当て]または [ノード グループ]
を選択し、[submit]をクリックします。選択ウィンドウが開きます。

5. ノードまたはノードグループを選択し、[OK]をクリックします。選択したポリシーがノードに
割り当てられます。

タスク 2: ポリシーの配布

1. HPOM 管理者用インターフェイスから、[登録オブジェクト]カテゴリの [登録ノード]をクリック
します。[登録ノード]ウィンドウが開きます。

2. [登録ノード]ウィンドウで、ポリシーの配布先となるノードまたはノードグループを選択しま
す。

3. [アクションを選択]ドロップダウンボックスから [設定の配布]を選択し、[Submit]をクリック
します。選択ウィンドウが開きます。

4. [ポリシーの配布]チェックボックスをオンにし、[OK]をクリックします。このポリシーは、選
択したノードに配布されます。
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第6章: Cluster Infrastructure SPIのレ
ポート
HP Reporter は、ノードで収集したデータをキャプチャして書式化し、Webベースのレポートを作成
します。このレポートから、クラスタリソースの全体像を把握できます。Cluster Infrastructure SPI
(CI SPI) で収集したデータからレポートを作成して表示するには、HP Reporter を HPOM と連動して使
用する必要があります。

HP Reporter のインストールが完了したら、HPOM for Windows コンソールからCI SPIレポートにアク
セスできます。レポートはHPOM コンソールツリーの [レポート]セクションにあります。このレ
ポートは、クラスタインフラストラクチャの可用性とパフォーマンスに関するトレンド分析に活用
できる情報を提供します。HP Reporter パッケージをインストールするには、『Infrastructure SPIイ
ンストールガイド』を参照してください。レポートを表示するには、コンソールツリーで [レポー
ト] → [HA Cluster Infrastructure]をクリックします。

HP Reporter を HPOM 管理サーバー (Windows、UNIX、Linux、またはSolaris オペレーティングシステ
ム向け)に接続されている別のシステムにインストールした場合、HP Reporter システムでレポートを
表示できます。HP Reporter と HPOM を統合する方法の詳細は、『HP Reporter Installation and Special
Configuration Guide』を参照してください。

また、[レポート]フォルダは、ノードでのデータ収集とService Reporter による統合プロセスが完了
するまでは作成されません。通常の場合、統合プロセスは、ノードが管理対象になってから24時間
後に完了します。

Cluster Infrastructure SPIでは、以下のレポートが用意されています。

クラスタ構成レポート

このレポートでは、クラスタのメンバーである全ノードの設定情報が表示されます。クラスタ内にあ
るアクティブなノードとリソースグループに関する情報が表示されます。このレポートから、個々
のクラスタの詳細な構成情報を確認できます。以下に、クラスタ構成レポートの例を示します。
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クラスタ アップタイム レポート

ユーザーガイド
第6章: Cluster Infrastructure SPIのレポート

HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure (12.00) 30 / 39ページ



このレポートは、クラスタ、リソースグループ、メンバーノードのアップタイムに関する情報を表
示します。また、リソースグループの実行先として設定されている各ノード上で、リソースグルー
プが稼働した時間を表示します。このレポートから、クラスタのアップタイムに関する詳細な情報を
確認できます。以下に、クラスタアップタイムレポートの例を示します。

クラスタ システム可用性レポート
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このレポートは、クラスタメンバーノードのシステム可用性に関する情報を表示します。データ
は、日付とシフト時間順にソートされます。シフトの定義は、各レポートセクションの最後に表示
されます。以下に、クラスタシステム可用性レポートの例を示します。
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第7章:トラブルシューティング
この章では、CI SPIでの基本的なトラブルシューティングのシナリオを紹介します。

問題 HPOM for UNIXの管理者用インターフェイスで変更した高度な監視ポリシー
を管理ノードに配布した後、実行できない。

原因 HPOM for UNIXポリシーエディタのインターフェイスモードで高度な監視
ポリシーを編集すると、Perlコードモジュールで構文エラーが発生しま
す。これが原因で、ポリシーを実行できなくなります。以下のようなエ
ラーが表示されます。

An error occurred in the processing of the policy 'SI-
LinuxSshdProcessMonitor'. ('SI-LinuxSshdProcessMonitor' ポリシー

の実行中にエラーが発生しました。)Please check the following errors
and take corrective actions. (以下のエラーを確認して適切なアクショ

ンを取ってください。)(OpC30-797)

Error during evaluation of threshold level "Processes - Fill
Instance list" (しきい値レベル "Processes - Fill Instance list"
の評価中にエラーが発生しました) (OpC30-728)

Execution of instance filter script failed. (インスタンス フィルタ

スクリプトの実行に失敗しました。)(OpC30-714) Perl Script execution
failed: syntax error at PerlScript line 11, near "1 (Perl スクリ

プトの実行に失敗しました。Perl スクリプトの 11 行目、"1 の近くに構文エ

ラーがあります)

#BEGIN_PROCESSES_LIST

#ProcName=/usr/sbin/sshd

#Params=

#Params=

#MonMode=>=

#ProcNum=1

#END_PROCESSES_LIST@ProcNames"

Missing right curly or square bracket at PerlScript line 17,
within string syntax error at PerlScript line 17, at EOF.
(Perl スクリプトの 17 行目の文字列に右中括弧または右角括弧がありま

せん、Perl スクリプトの 17 行目、EOF に構文エラーがあります。)(OpC30-
750)

未編集の高度な監視ポリシー ([Measurement Threshold]タイプ)をHPOM
for UNIXから配布して使用できます。

HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure (12.00) 33 / 39ページ



解決策 Measurement Threshold ポリシーの設定を編集するため、HPOM for UNIXの
管理者用インタフェースの「編集 (Rawモード)」機能を使用してポリシー
の内容を変更します。そのためには、ポリシーデータファイルの構文を理
解している必要があります。

問題 検出とDNS解決

解決策 両方のサーバーおよびエージェント上で、クラスタリソースグループを明
確に定義されたホスト名に解決できるようにします。

問題 英語以外の名前を使用すると、検出手順とデータ収集でエラーが発生す
る。

原因 Cluster Infrastructure SPIでは、英語以外のクラスタ名やリソースグループ
名を使用するHAクラスタ設定はサポートされていません。

解決策 Cluster Infrastructure SPIは、英語以外のHPOM で問題なく配布できます。
ただし、HP Operations Agent では、StoreCollection OvPerl APIが英語以外の
名前を認識できないため、このような名前はエラーとして表示されます。

問題 クラスタ検出でノードが自動追加されるときに、アラートメッセージが表
示される。

原因 システム検出ポリシーがクラスタ環境にノードを自動追加するとき、通常
の重要度でアラートメッセージが生成されます。システム検出ポリシーの
自動追加機能によってノードバンクにノードを追加する処理には時間がか
かるので、アラートメッセージが受諾されるまでに若干の時間がかかりま
す。
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解決策 次に示すXPL設定パラメータのデフォルト値を変更して、自動追加機能を
無効にします。

設定パラメータ デフォルト値
自動追加機能を
無効にする値

AutoAdd_ClusterNode true false

AutoAdd_Cluster_RG_IP true false

AutoAdd_HypervisorNode true false

AutoAdd_Guests false true

問題 1つのクラスタがダウンすると、ovclusterinfo ツールがすべてのクラスタ
タイプに関して有効なデータを返さなくなる。

原因 ovclusterinfo ツールが有効なデータを返すのは、ダウンしたクラスタが
MC/ServiceGuard クラスタである場合のみです。これ以外のクラスタタイ
プについては、クラスタデータコレクタは、クラスタステータスがオンラ
インでないと、メンバーのデータをログに記録しません。

解決策 クラスタサーバーがダウンするか、HPOM と接続状態にない場合、クラス
タ全体がダウンしているとみなされ、NUM_ACTIVE_NODES パラメータはゼ
ロになります。有効なクラスタデータがない場合に、この値はゼロにリ
セットされます。クラスタが稼働状態になると、ゼロ以外の値になりま
す。

問題 HPOM コンソールに以下のメッセージが表示されます。

An error occurred in the processing of the policy 'CI-
ClusterNodeMonitor'. ('CI-ClusterNodeMonitor' ポリシーの実行中に

エラーが発生しました。)Please check the following errors and take
corrective actions. (以下のエラーを確認して適切なアクションを取ってく

ださい。)(OpC30-797) Error during evaluation of threshold level
"Node Offline" (しきい値レベル "Node Offline" の評価中にエラーが発

生しました) (OpC30-728) Execution of threshold script failed.
(しきい値スクリプトの実行に失敗しました。)(OpC30-712) Perl Script
execution failed: (in cleanup) Value:Cannot get current
instance at PerlScript line 40. (Perl スクリプトの実行に失敗しまし

た。(クリーンアップ) 値: Perl スクリプトの 40 行目で現在のインスタンスを

取得できません。) (OpC30-750)
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原因 監視ポリシーは、CODAからクラスタ情報を取得できない場合に警告メッ
セージを送信することがあります。十分な時間がないためにクラスタコレ
クタがクラスタ情報の収集と記録を完了できないと、この問題が発生しま
す。

解決策 このような状況を回避するには、最初にクラスタコレクタをノードに配布
します。クラスタコレクタは、デフォルトで15分ごとに実行されるようス
ケジュールされています。収集を2回以上実行してから、クラスタ監視ポ
リシーをノードに配布してください。これによって、コレクタポリシーと
監視ポリシーを正常に実行することができます。

問題 フェイルオーバーが発生すると、クラスタインフラストラクチャ環境のリ
アルタイムな状態がサービスマップ内ですぐに更新されない。

原因 CI-ClusterDiscoveryポリシーを実行すると、クラスタインフラストラク
チャ環境のほぼリアルタイムな状態は次に基づいて更新されます。

l 次にスケジュールされた間隔。

l agtrep名前空間内の INSTANCE_DELETION_THRESHOLDの値。

解決策 CI-ClusterDiscoveryを実行するたびに、クラスタインフラストラクチャ環
境のほぼリアルタイムな状態を表示するには、すべてのクラスタノードで
次の変更を行います。

1. コマンドとして「Ovconfchg –edit」と入力し、agtrep名前空間を検
索します。
デフォルトの値は以下のとおりです。
[agtrep]
INSTANCE_DELETION_THRESHOLD=5

2. 以下のように変更し、agtrep 名前空間の下に次の値を追加します。
[agtrep]
INSTANCE_DELETION_THRESHOLD=1
RESEND_RELATIONSHIP_INSTANCES=TRUE

3. 必要に応じてCI-ClusterDiscoveryポリシーのスケジュール間隔を変更
します。
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問題 HPOM コンソールに警告またはエラーメッセージが表示される。

Check the following errors and take corrective actions. (以下

のエラーを確認して適切なアクションを取ってください。)(OpC30-797) Error
during evaluation of threshold level "CPU Spikes level
Critical" (しきい値レベル "CPU Spikes level Critical" の評価中に

エラーが発生しました) (OpC30-728) Execution of threshold script
failed. (しきい値スクリプトの実行に失敗しました。)(OpC30-712) Perl
Script execution failed:Can't locate OvTrace.pm in @INC (@INC
contains:/usr/lpp/OV\lbin\eaagt\perl
/usr/lpp/OV/lbin/eaagt/perl /var/opt/OV/bin/instrumentation
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8/aix-thread-multi
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl/5.8.8/aix-thread-multi
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl/5.8.8
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl .) at PerlScript line
136. (Perl スクリプトの実行に失敗しました。Perl スクリプトの 136 行目

の @INC (@INC には以下が含まれています。

/usr/lpp/OV\lbin\eaagt\perl /usr/lpp/OV/lbin/eaagt/perl
/var/opt/OV/bin/instrumentation
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8/aix-thread-multi
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl/5.8.8/aix-thread-multi
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl/5.8.8
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl) 内に OvTrace.pm が見つ

かりません。)

BEGIN failed--compilation aborted (in cleanup) Can't locate
OvTrace.pm in @INC (@INC contains:/usr/lpp/OV\lbin\eaagt\perl
/usr/lpp/OV/lbin/eaagt/perl /var/opt/OV/bin/instrumentation
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8/aix-thread-multi
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl/5.8.8/aix-thread-multi
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl/5.8.8
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl .) at PerlScript line
136. (BEGIN が失敗しました。コンパイルは中断しました (クリーンアップ)
Perl スクリプトの 136 行目の @INC (@INC には以下が含まれています。

/usr/lpp/OV\lbin\eaagt\perl /usr/lpp/OV/lbin/eaagt/perl
/var/opt/OV/bin/instrumentation
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8/aix-thread-multi
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl/5.8.8/aix-thread-multi
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl/5.8.8
/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl) 内に OvTrace.pm が見つ

かりません。)

BEGIN failed--compilation aborted at PerlScript line 136.
(BEGIN が失敗しました。コンパイルは Perl スクリプトの 136 行目で中断し

ました。)(OpC30-750)
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原因 インストルメンテーションがノードに正しく配布されないと、任意のポリ
シーと*.pmファイルでこのエラーが発生します。

解決策 インストルメンテーションをノードに強制的に配布します。
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ドキュメントのフィードバックを送
信
本ドキュメントについてのご意見、ご感想については、電子メールでドキュメント制作チームまでご
連絡ください。このシステムで電子メールクライアントが設定されていれば、このリンクをクリック
することで、以下の情報が件名に記入された電子メールウィンドウが開きます。

Feedback on ユーザー ガイド (Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure 12.00)

本文にご意見、ご感想を記入の上、[送信]をクリックしてください。

電子メールクライアントが利用できない場合は、上記の情報をコピーしてWebメールクライアントの
新規メッセージに貼り付け、docfeedback@hp.com 宛にお送りください。

お客様からのご意見、ご感想をお待ちしています。
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